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て移動する (文脈効果 ;刺激が短いと [wa]の
聴取が増え､境界は [ba]の法へ移動する)｡そ
こで綾続母音の持続時間を調節して長短2種の [
ba-wa]系列 を用意 した (刺激は米国
Washington大学のP.K.Kuhl教授から提供
されたものである)0
被験体は2頭のチンパンジーで､実験は防音室
内で行われた｡課題は一種の継時弁別で､反応時
間課題とも呼ばれる｡ランプがっき､チンパンジー
がキイを押すと､1秒間隔で2-8回ある音声刺
激 (標準刺激)が反復提示され､別の刺激 (比較
刺激)に変化する｡チンパンジーはこの変化を検
出したら､できるだけ早くキイから手を離すよう
に訓練されている｡刺激変化後1秒以内にキイか
ら手を離すことが正解で､報酬を与えた｡刺激変
化前､刺激変化1秒後以上での反応はエラーで試
行を打ち切った｡試行問間隔は4秒である｡2条
件あり､条件1では長短の系列の典型的な [ba]
が槙準刺激で､各系列内の他の刺激が比較刺激と
なった｡条件2では各系列内の3つあるいは5つ
おきの刺激が､それぞれ棲準､比較刺激となった｡
その際 [ba]に近い刺激を梼準刺激､他方を比
較刺激とした.刺激はヘッドホンより提示し､富架
題の制御､データの収集はパーソナルコンピュー
タで行った｡
その結果､条件1では短い刺激の方が全般的に
成績がよかった｡これはヒト同様 [wa]と聴取
される刺激が増加したことによるのかも知れない｡
一方条件2では成績の良い刺激の組合せがあった｡
すなわちチンパンジーでもカテゴリカル知覚 (普
素境界効果)があり､また音素の境界は短い刺激
の方が長い刺激よりも [ba〕に近かった｡これ
らの結果は､ヒト同様､チンパンジーの [ba]-
[wa]の知覚に文脈効果があることを示唆した｡
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生体に関して皮厚計測を行なうとともに､実験
殺個休より身体各部の脂肪組織を摘出し､身体内
部の脂肪蓄積についての資料を収集した｡皮厚計
測はキャリバーを用い､上腕三頭筋部､肩甲下部､
腹部､腸骨稜上部､大腿部の5部位で行なった｡
体脂肪については､皮下脂肪･深部脂肪に分け､
後者については､大網と腸間膜部分とその他 (臓
器や神経叢部など)に分け､各脂肪組織を摘出後､
秤塁した｡並行して､剥いだ皮膚を身体部比ごと
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